
 

境
の
明
神 

旧
奥
州
街
道
に
面
し
て
、
陸
奥(

福
島
県
側)
と
下
野(

栃
木
県
側)

の
国
境
を
挟 

ん
で
境
の
明
神
が
二
社
並
立
し
て
い
る
。
陸
奥
側
の
境
の
明
神
は
、
玉
津
島 

明
神
を
祀
り
、
下
野
側
の
明
神
は
住
吉
明
神
を
祀
っ
て
い
る
。 

境
の
明
神
の
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
が
、
文
禄
四
年(

一
五
九
五)

に
当
時
白
河 

を
支
配
し
て
い
た
会
津
藩
主
蒲
生
氏
が
社
殿
を
造
営
し
て
い
る
。
現
存
す
る 

の
は
弘
化
元
年(

一
八
四
四)

に
建
て
ら
れ
た
小
洞
で
あ
る
。 

奥
州
街
道
は
五
街
道
の
一
つ
で
、
奥
州
・越
後
な
ど
の
諸
大
名
が
参
勤
交
代 

で
通
行
し
、
旅
人
や
商
人
な
ど
の
往
来
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
安
全
を
祈
っ
た
り
、 

和
算
額
を
奉
納
し
た
り
、
灯
籠
や
碑
の
寄
進
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

境
内
に
は
越
後
新
発
田
藩
溝
口
家
や
南
部
藩
士
な
ど
が
寄
進
し
た
灯
龍
が 

並
び
、
松
尾
芭
蕉
の
「風
流
の
は
じ
め
や
奥
の
田
植
え
唄
」な
ど
の
句
碑
や
歌 

碑
も
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る
。
神
社
北
側
の
杉
林
は
、
別
当
寺
で
あ
っ
た
和
光 

山
豊
神
寺
の
跡
地
で
、
神
仏
習
合
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。 

 

玉
津
島
明
神
と
住
吉
明
神 
 

玉
津
島
明
神(

女
神
・衣
通
姫
そ
と
お
り
ひ
め)

と
住
吉
明
神
（男
神
・中
筒
男 

命
な
か
つ
つ
お
の
み
こ
と)

は
、
国
境
の
神
・和
歌
の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
女
神 

は
内(

国
を
守
る)

、
男
神
は
外(

外
敵
を
防
ぐ)

と
い
う
信
仰
に
基
づ
き
祀
ら 

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
陸
奥
・下
野
と
も
に
自
ら
の
側
を
「玉
津
島
を
祀
る
」 

と
し
、
反
対
側
の
明
神
を
「住
吉
明
神
を
祀
る
」と
し
て
い
る
。 

白
河
市
教
育
委
委
員
会
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